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後半以降，男性よりも多くの女性によって占められるようになっ

てきたのは何故なのか。そのことによって，俳句に何らかの変容

が生じているとすれば，それはどのようなことなのだろうか，見

てみたいと思う。

最後の第 4章においては，近年ますます高い関心を呼びつつ

ある「ハイク（Haiku）」について，すなわち日本語・日本文化に

とって異文化である海外のハイクについて，それがどのようなも

のであるのか，英語ハイクの場合を例として具体的に見ることに

したい。

正岡子規による明治の俳句革新運動から 100年以上の歳月を

経ている今日，俳句に関心のある人は多く，芭蕉をはじめとする

すぐれた作家・作品についての解説書も数多く公刊されている。

しかし人々の暮らしとともに俳句はどのように変化してきたのだ

ろうか。俳句と日本語・日本文化・異文化との関係について論じ

たものはそれほど多くは見られないのが現状である。

本書では，「俳句」が日本語・日本文化のエッセンスをかたち

にしたものとなっていることについて論じてみたいと思う。そし

て「ハイク」が国際社会の中でそれぞれの文化にとって必要なか

たちとなっていることについて，英語ハイクの場合を例として見

ることにしたい。
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